
調査の概要
【調査目的】

木島平村第６次総合振興計画の後期基本計画が令和６年度に終了することから、新たな第７次総合振興計画

の策定に向けて、その基礎資料となる現状分析や住民ニーズを把握するため実施しました。

【調査の概要】

【本報告書の留意事項】

※ 四捨五入の関係から、各回答の合計が100％にならない場合があります

※ 注記がないものは、村民アンケートの結果

村民・転出者・区長アンケート調査結果【概要版】

調査結果のポイント

【村の住みよさと課題】
◆村が「住みよい」と考えている村民の割合は約６割であり、「住みよいと思わない」と答えた村民の割合

（11.2％）を大きく上回る結果となりました。

◆村に住み続けたい意向を年代別にみると、年代が高い方が住み続けたいという意向が強く、60代は約７割、

７０代以上では約８割に達しています。一方、20代は25.9％にとどまりました。

◆村外に転出したいと考えている村民のうち約７割が、転出したい理由として「買い物・病院など、生活する上で

不便だから」を挙げました。転出者アンケートでも、住みにくかった点として、通勤・通学等の交通や買い物な

どの便が悪さが挙げられました。

◆転出者アンケートでは、３割が「現在の居住地に住み続けたい」と回答した一方で、5割が木島平村へ戻る可能

性があると回答しました。

【集落について】
◆今後10年間で集落の「人口」、「若者の数」が減少するとの回答が８割程度となっています。一方、「高齢者数」、

「高齢者のみの世帯数」が増加するとの回答は7割を超えています。

◆現在集落で行っている活動や作業について、「実施が困難になる」と考えている村民が６割程度おり、区長ア

ンケートでは、４割の区長が集落の作業に関する課題として「人手が足りない」と回答しました。地域活動をど

のように継承していくか、活動のあり方の見直しも含めて検討していく必要があります。

【デジタル化の進め方について】
◆各種証明書の取得や各種申請に係る利便性向上などに関する要望が寄せられました。個人情報の保護など安

心・安全にデジタル技術を活用するための対策や、デジタル化によって取り残される人がいないよう配慮しな

がら進めていく必要がります。

【村の取組に対する重要度・満足度】
◆後期基本計画で掲げた101の取組について重要度・満足度を尋ねたところ、「重要度が高く、満足度は低い」

取組として、「救急・休日夜間医療体制の確保」や「空き家等の管理の指導」 など、16項目が挙げられました。

これらの取組については、今後重点的に進めていく必要があります。

◆「重要度・満足度とも高い」取組としては、「交通確保の推進」や「医療との連携」など、36項目が挙げられまし

た。これらの取組についても、継続的に取り組んでいく必要があります。

令和４年10～12月に実施したアンケート調査にご協力いただきました皆様、ありがとうございました。

調査結果がまとまりましたので、その概要をお知らせします。
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た。これらの取組についても、継続的に取り組んでいく必要があります。

【村の住みよさ】

【村に住み続けたい意向（年代別）】

【村外に転出したい理由】

○ 「そう思う」「ややそう思う」と回答した割合が59.2％となり、半数を超える住民が住みよいと感じています。

○ 「住み続けたい」と回答した割合は、全体として若い年代ほど低い傾向にあり、20代では25.9%となってい

ます。

○ 15～19歳では「転出したい」が「住み続けたい」を上回るほか、20歳代は「住み続けたい」と「転出したい」が

同割合となっています。

○ 転出したいと回答した人にその理由を尋ねたところ、「買い物・病院など、生活する上で不便だから」と答えた

割合が69.0％と、突出して高い結果となりました。

69.0%

36.6%

32.4%

29.6%

29.6%

29.6%

26.8%

22.5%

18.3%

16.9%

16.9%

15.5%
28.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

買い物・病院など、生活する上で不便だから

今の家や土地が不都合だから

職場（学校）に通うのに不便だから

地域や人になじめないから

気候・音・光・匂いなど、生活環境が合わないから

村民の人間性が合わないから

趣味や余暇を楽しむのに不便だから

別の市町村に住んでみたいから

災害で大きな被害を受ける心配があるから

景色がよくないから

仕事などの都合で転出する必要があるから

特に理由はない

その他
（n=71）

30.0%

25.9%

50.0%

67.5%

61.4%

70.8%

80.2%

82.5%

55.6%

69.3%

50.0%

25.9%

20.0%
7.2%

11.4%

11.8%
5.4%

2.9%

22.2%
10.2%

20.0%

44.4%

25.0%

25.3%

23.9%

15.5%

6.6%

10.7%

16.7%

16.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=10)

(n=27)

(n=40)

(n=83)

(n=88)

(n=161)

(n=167)

(n=103)

(n=18)

(n=697)

1
5 歳 ～ 1
9 歳

2
0 代

3
0 代

4
0 代

5
0 代

6
0 代

7
0 代

8
0 歳 以 上

無 回 答

全 体

住み続けたい 村外に転出したい わからない その他 無回答

31.1%

28.3%

28.1%

31.0%

25.4%

24.8%

8.6%

8.0%

2.6%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回［R4］(n=697)

前回［H30］(n=1,256)

そう思う ややそう思う どちらともいえない
あまりそう思わない そう思わない 無回答
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【集落を活性化するために重要な取組】（区長アンケート）

【集落の今後10年間の見通し】

【集落の作業に関する課題】（区長アンケート）

○ 「高齢者数」「高齢者のみ世帯数」は、「増えると思う」と回答した割合が7割を超えていますが、その他の項目

については「減ると思う」が７割～８割程度となっています。

○集落の活動や作業は、「実施が困難になる」と答えた割合が６割弱となり、一方で「活性化する」は1.7％でし

た。

○集落で行っている作業に関する課題を区長に尋ねたところ、

半数近くの区が「人手が足りない」と回答しました。

○集落を活性化するために重要な取組については、「移住者を受け入れる取り組み」と答えた区が42.3％と

最も多く、続いて「地域の行事など人との交流の取組」が34.6％となりました。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

活性化する 今までどおり 実施が困難に わからない その他 無回答

（注）⑥集落の活動や作業については、

74.0%

76.5%

1.7%

7.9%

4.3%

17.5%

79.9%

77.8%

6.6%

70.3%

3.0%

58.7%

5.5%

7.9%

5.0%

9.9%

7.3%

12.9%

9.3%

8.8%

8.9%

10.5%

8.9%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①人口

②若者の数

③高齢者数

④世帯数

⑤高齢者のみ世帯数

⑥集落の活動や作業

増えると思う 変わらない 減ると思う わからない その他 無回答

42.3%

15.4%

11.5%

23.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

人手が足りない

安全上の問題（保険等）

費用が足りない

その他 (n=26)

42.3%

34.6%

26.9%

23.1%

7.7%

7.7%

23.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

移住者を受け入れる取り組み

地域の行事など人との交流の取組

産業の活性化の取組

近隣の集落と連携する取組

集落の資源を活かし収益が入る仕組み

その他

分からない (n=26)

3



１．交通確保の推進

２．医療との連携

３．地域医療の確保

４．下高井農林高校の存続

５．道路整備と交通確保の推進

６．子育て支援の充実

７．母子の健全育成

８．地域で安心して暮らせる環境づくり

９．デマンド交通制度の改善

１０．防火水槽や消火栓等の計画的整備・更新

１１．発達支援体制の充実

１２．安心できる子育て環境づくり

１３．資源化の促進

１４．災害情報の伝達経路整備

１５．ごみの削減の推進

１６．子育て世代包括支援センターの創設

１７．健康づくりの意識啓発

１８．ごみ辞典の更新

１９．きめ細やかな指導

２０．相談体制の充実

（３6施策のうち重要度の高い２０施策を抜粋）

※ 後期基本計画に掲げた101の取組について、重要度と満足度を５段階で調査し、それぞれの平均点を算出。全

体の平均点と比較して、各取組に対する重要度と満足度の高低により、取組を分類しました（下図参照）。

重
要
度

満足度

▲
全体の満足度の平均点

低

高

高

全
体
の
重
要
度
の
平
均

点

１．救急・休日夜間医療体制の確保

２．不法投棄防止活動

３．有害鳥獣対策

４．空き家等の管理の指導

５．克雪住宅の普及推進

６．耕作放棄地の解消

７．空き家等の利活用

８．若手農業者との連携

９．農業用施設の改修

１０．防犯体制の整備

１１．インターネット環境の整備

１２．外部への積極的な販売支援

１３．振興作物の普及

１４．環境の保全と景観形成

１５．移住定住の推進

１６．林業従事者との連携

①重要度が高く、満足度が低い取組

⇒今後重点的な取組が必要

② 重要度・満足度とも高い取組

⇒今後も継続的な取組が必要

重要度・満足度とも

低い取組
↓

課題は残るが
重要度は低い

重要度は低いが

満足度は高い取組
↓

一定の成果は得られている
が、重要度は低い

② 重要度・満足度とも

高い取組
↓

今後も継続的な
取組が必要

① 重要度が高く

満足度が低い取組
↓

今後重点的な
取組が必要
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○ コロナ禍により行事等のあり方が見直される中、今後、村民同士の関係性の構築・維持や、伝統文化など

を次世代へ継承できるように配慮しながら、行事やイベントの意義・必要性を再検討したり、負担を減らし

効率的に実施できるような方法へ見直していくことが必要と考えられます。

○ 各種証明書の取得や各種申請に係る利便性向上、防災面へのデジタル技術活用に関する要望が寄せられ

ました。

○ 個人情報の保護や情報セキュリティ対策など、安心・安全にデジタル技術を活用するための対策や、デジ

タル化によって取り残される人がいないように配慮しながら進めていく必要がります。

43.2%

42.5%

39.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

住民票の写しや各種証明書のコンビニ

交付サービス

センサーを活用した河川の監視など防

災への活用

スマートフォンやパソコンから各種申請

ができるようになる

(n=697) （注）回答割合の高い上位３項目を抜粋して表示

70.4%

63.8%

51.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

個人情報・プライバシーの保護

デジタル技術に詳しくない人・使う環境に

ない方への配慮

情報セキュリティ対策

(n=697) （注）回答割合の高い上位３項目を抜粋して表示

【今後、村にデジタル化を進めてほしい分野】

【村がデジタル化を進めるにあたって注意すべき点】

5.7%

2.6%

3.3%

7.5%

44.9%

36.7%

36.4%

40.2%

32.6%

44.6%

45.8%

36.7%

4.7%

5.7%

4.0%

3.4%

12.1%

10.3%

10.5%

12.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 有志が少人数で集まり実施する

行事やサークル活動

② 集落単位で実施する行事・イベ

ント

③ 村が村民向けに実施する行事・

イベント

④ 村が対象者を限定せずに実施

する行事・イベント

コロナ禍前よりも拡大・充実した方が良い
コロナ禍前とほぼ同様の内容で継続した方が良い
見直し・縮小した方が良い
廃止した方が良い
無回答

(n=697)
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○ 転出者アンケートでは、３割が「現在の居住地に住み続けたい」と回答した一方、５割が木島平村へ戻る可

能性がある（「いずれは木島平村へ戻りたい（３割）」、「条件等が合えば木島平村へ戻りたい（２割）」）と回

答しました。

【今後の居住地について】

80.0%

80.0%

60.0%

60.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

買い物など日常生活の便がよい

子育て支援が充実

近郊も含め雇用の場が確保

通勤、通学等における交通の便がよい (n=５)

（注１）「いずれは木島平村へ戻りたい」または「条件等が合えば木島平村へ戻りたい」

を回答した方を対象

（注２）回答割合の高い上位４項目を抜粋して表示

現在の居住地

に住み続けた

い, 30.0%

いずれは木島

平村へ戻りたい, 

30.0%

条件等が合え

ば木島平村へ

戻りたい, 20.0%

別の居住地（木

島平村以外の

長野県内）へ

引っ越したい, 

0.0%

別の居住地（長

野県外）へ引っ

越したい, 0.0%

その他, 10.0%

無回答, 10.0%

(n=10)

※調査報告書は村公式ウェブサイトに掲載しています。

【お問い合わせ先】

総務課 政策情報係 電話：82-3111（内線113）

【未来と安心をそだてる】

※主な意見を抜粋。第６次総合振興計画の４つの基本目標に沿って整理。

※意味を変えない範囲で表現を修正した箇所があります。

【産業と仕事をつくる】

【自然と文化をまもる】

【人と地域をつなげる】

○ 育児、子育てに支援すべき。子育てが充実すれば若者は集まる。

○ 高齢者の健康寿命を延ばす取り組みが必要。

○ お米（づくり）がアイデンティティのような地域なのでもっとPRしたい。

○ 移住促進や観光支援は、他にない独自の取り組みを行うことが必要。

○ 将来も今と同じ様に住みやすい環境であったら嬉しい。

○ ゴミの出し方について、放送やTV等々で伝えてほしい。

○ 若者が流出しない、若者が集う村等の施策が必要。又、観光と農業を主体とする村作りが必要。

○コロナでも村の将来の夢や考え等を話し合える場は必要。
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